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国府台コンソーシアム
とは
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国府台コンソーシアム
千葉商科大学

東京医科歯科大学

和洋女子大学
和洋国府台女子中学校高等学校

千葉県立国府台高等学校

千葉商科大学付属高等学校

市川市立第一中学校

筑波大学附属聴覚特別支援学校

市川市立国府台小学校

国立国際医療研究センター
国府台病院

市川市役所(オブサーバー)

江戸川区役所(オブザーバー)

防災分科会

地域活性化
分科会

大学間相互連携
分科会

（大学コンソー
シアム市川）

３つの分科会
で連携・活動
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（2021年7月CUC公開講座発表資料）

国府台コンソーシアム 次へのステップ

同じ課題を抱える機関同士で
共通の知識を共有、共通のスキルを取得
することにより、
各機関で出来ること、
機関間で協力しなければ出来ないこと、
を再認識し、行動に起こし、解決していく。

組織力の強化
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2022年9月12日（月）
国府台コンソーシアム【防災の日】開催
於:千葉商科大学構内
参加数：97名（一般公開無し、関係者のみ）

＜開催のきっかけ＞
2022年5月に開催した「国府台コンソーシアムフォーラム」にて、
防災に関する連携した活動を進めることが望ましいと意見が挙がり、
全機関で意見が一致した。早速、防災分科会で協議、検討を進めた。
当初は各機関で実施する避難訓練の日程を揃え、一斉に開催する案
も検討したが年度途中での調整が困難であった。そこで本学が中心
となり、防災に関する企画を複数持ち寄り、構内で同時に展開する
ことにより、「いつどこを見学しても防災の知識を習得できる、
自機関の活動の参考になる」セミナーのような形式で実施
することとした。
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パンフレットを
作成し
関係機関に配布
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1101教室【防災講演】
国府台コンソーシアム会長挨拶（原科学長）
NTT東日本（株）、あいおいニッセイ同和損害保険（株）
が自社や顧客向けに開発、提供している防災関連の情報、
システムについて説明や使い方を講演。
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1号館1階【学生発表ブース】
千葉商科大学、和洋女子大学の学生有志が防災に関わる活動を発表。
ポスター掲示や動画など資料を展開し、来場者からの質問に応対した。

8



1号館1階【防災用品展示ブース】
実際に避難所等で使用する防災用品を展示。段ボールベッドやテント、
組み立て式トイレ、最新の防災食、沈まないバッグなど普段目にする
ことの少ない物品を展開することで各組織の備蓄品の参考になった。
（市川市危機管理室・（株）三和商事協力）
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1号館1階【学生発表ブース】
千葉商科大学、和洋女子大学の学生有志が防災に関わる活動を発表。
ポスター掲示や動画など資料を展開し、来場者からの質問に応対した。
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【参加者コメント】
・先進企業の防災に対する取り組みや

ツールは非常に参考になった。
・自組織の教職員、学生生徒、地域住民を

どのように災害時に守らなければならないか
改めて考える良い機会となった。

・国府台コンソーシアム全体で災害時の体制に
ついて考える必要がある。（連携が必要）

・このような有意義な企画が関係者限定なのは
もったいない。一般公開してもいいのでは？

・次回は違う企画も加えて、規模拡大
してはどうか？
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国府台コンソーシアム 次へのステップ

同じ課題を抱える機関同士で
共通の知識を共有、共通のスキルを取得
することにより、各機関で出来ること、
機関間で協力しなければ出来ないこと、
（「防災の日」企画で体感したこと）
を継続して行動に起こし、解決していく。

組織力の強化
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国府台コンソーシアム
組織力の強化
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ご清聴
ありがとう

ございました
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